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報告書の刊行にあたって

　令和２年10月10日（土）、「地域医療フォーラム2020」を『地域医療�with�コロナ』というテー

マにて開催いたしました。13回目となる今回は、新型コロナウイルス感染症により開催自体が危

ぶまれましたが、web会議システムを用いることで、例年通り開催することができました。さら

に、フォーラムのテーマにつきましても、新型コロナウイルス感染症そのものとさせていただき

ました。その結果、休日にもかかわらず全国各地から、診療所・病院に勤務する先生方や行政関

係者など、265名もの方々の参加がございました。ご参加いただきました皆様には、厚く御礼申

し上げます。

　フォーラムでは、はじめに、「新型コロナウイルス感染症が医療・医学にもたらしたもの」と

題して永井良三学長が基調講演をされました。次に、「With�コロナ時代の医療機関へのかかり方

（オンライン診療含む）」と題して公益社団法人東京都医師会会長の尾㟢治夫先生、ならびに、「地

域医療のための感染防止対策」と題して本学附属病院感染制御部部長の森澤雄司先生よりご講演

をいただきました。その後の「総合討論」では、事前に募集した質問や、web会議システムを通

じて投稿された質問について、講演された３名の先生方のお答えをいただきながら議論を深めま

した。この議論は、われわれの働き方から、地域での日頃からの連携の重要性、疫学・臨床研究

のあり方、さらには今をどう生きるかといった内容にまで及びました。このような幅広い議論を

通じて、誰しもが漠然とした不安を抱いている「with�コロナ」時代における一定の方向性を見

出すことができたのではないかと思います。

　まだまだ分からないことの多い新型コロナウイルス感染症に対して、今回のフォーラムが皆様

の地域での生活と地域医療のこれからに役立つことを願い、この報告書を作成いたしました。少

しでも参考になれば幸いでございます。今後も自治医科大学は地域医療に資するフォーラムを目

指してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。
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�

主催：自治医科大学�
募集対象：���開催となるため、医療関係者、行政関係者、教育関係者に限定させていただきます。�
お問い合わせ先：自治医科大学地域医療推進課地域医療係� ���：�������������
申し込み希望の方は、①所属、役職②氏名、③住所、④当日の緊急連絡先、⑤過去に地域医療フォーラムに参加されたことがある方は、参加
した年をご記載ください、⑥新型コロナウイルスに関する質問（質問のある方のみ）を記載の上、���������������������������� 宛てに� �
お申込みください。申込期限：令和 �年 �月 �� 日（水）まで

�

�

�

日� 時：令和�年�� 月�� 日（土）１３：３０～１６：３０�

１．� 開会挨拶�

� � � � 自治医科大学地域医療学センター長� 松村�正巳（フォーラム実行委員長）�

２．� 基調講演� 「新型コロナウイルス感染症が医療・医学にもたらしたもの」�

� � � � 自治医科大学学長� 永井�良三�

３．� 指定講演�

演題①「�����コロナ時代の医療機関へのかかり方（オンライン診療含む）」�

公益社団法人東京都医師会会長� 尾﨑�治夫�

� � ����演題②「地域医療のための感染防止対策」�

自治医科大学附属病院感染制御部部長� 森澤�雄司�

～休憩時間（�� 分）～�

４．� 総合討論�

５．� 閉会挨拶�

� � � � 長崎大学病院総合診療科教授� 前田�隆浩（フォーラム実行副委員長）�

�

��� 会議システム

「����」にて開催
（定員���名）�

第 �� 回�
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　2020年10月10日（土）に、自治医科大学で「第13回地域医療フォーラム2020」が、Web会議

方式で開催された。今年度の地域医療のホットな話題は「新型コロナウイルス感染症」であり、

「地域医療�with�コロナ」をテーマに掲げてのフォーラムとなった。

　最初に、自治医科大学学長の永井良三先生から、基調講演「新型コロナウイルス感染症が医

療・医学にもたらしたもの」があった。講演では、新型コロナウイルスに関して考えていくべき

視点が示された。疫学調査と臨床研究のいっそうの連携、そして“医学知の循環”が求められる

という話があった。日本医師会有識者会議で構築している「COVID-19の症例データベース」に

よる情報発信、また非対面医学教育や地域実習のあり方についても話があった。ウィズ・コロナ

社会では“全体性”に基づく、すなわち専門家でなくともお互いの意思を共有しながら行動する

ことが求められ、それは“今をどう生きるか”を改めて考える機会であると、過去のペストでの

言説を交えての示唆があった。

基調講演
演題「新型コロナウイルス感染症が医療・医学にもたらしたもの」

永井　良三　先生（自治医科大学　学長）
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　尾㟢治夫先生（公益社団法人東京都医師会会長）からは、「With�コロナ時代の医療機関へのか

かり方（オンライン診療含む）」と題しての講演があった。地域での感染対策の体制づくり、患

者の受診前の心構えから休養を取得できるような働き方、かかりつけ医の意義、そして既存のワ

クチンを含む感染予防対策や慢性疾患の管理（オンライン診療の取り入れ方）を現場での具体例

とともに提示された。また、医療者を支えるための行政を含めた一体的な仕組みづくりの必要性

についても話が及んだ。

指定講演
演題①「With コロナ時代の医療機関へのかかり方（オンライン診療含む）」

尾﨑　治夫　先生（公益社団法人　東京都医師会　会長）
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　森澤雄司先生（自治医科大学附属病院感染制御部部長）からは、「地域医療のための感染防止

対策」と題した講演があった。地域の感染管理の地域連携の取り組みである、栃木地域感染制御

コンソーティアム（TRIC’K）の活動内容についての紹介があった。新型コロナウイルス感染症

の対応について、栃木県COVID-19入院医療調整本部の活動内容に加えて、自治医科大学附属病

院での対応について治療を含めて説示があった。情報の共有化、連携と協力、アウトブレイクの

対応について常日頃から地域と連携することが必要であるとのまとめであった。

指定講演
演題②「地域医療のための感染防止対策」

森澤　雄司　先生（自治医科大学附属病院　感染制御部　部長）
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本報告書は令和２年10月10日時点でのコロナの感染状況のもとで
実施された内容に基づきます。

　総合討論では、松村正巳先生（地域医療フォーラム実行委員長）の司会で、各方面から

の質問をもとに演者の先生方を交えて議論を深めた。新型コロナウイルス感染症対策で各

地が思い悩む中、本フォーラムを通して現状と課題に臨む方向性を共有することができた。
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